
Ｒ１　地域こん談会まとめ 様式４

番号 自治会名 こん談事項 こん談会開催時の回答内容 回答者 取組状況 取り組み状況の説明事項

1 東本梅町

１．活気ある地域づくりについて
①府移住促進特区地域指定と亀岡
市空き家活用移住促進事業の補助
金の活用

　移住促進特別区域につきましては、令和2年度までの時限措置となっていますが、
自治会を始め地域の皆様のご協力のおかげで、移住促進の動きが着実に前進しつ
つあります。この動きを軌道に乗せ東本梅町への移住者を増加させるためにも本制度
の活用は必要であると考えており、京都府に対し本制度の延長を要望します。

市長公室長 ④要望

　東本梅町におかれましては、空き家バンクの登録への御協力
を始め移住者の獲得に多大な御協力をいただいていますこと
に感謝申し上げます。
　京都府移住の促進のための空家及び耕作放棄地等活用条
例（移住促進条例）の期限が令和２年度末となることから、本市
として条例の延長を京都府に要望しています。

2 東本梅町

１．活気ある地域づくりについて
②半国山ハイキングコース周辺整備
地元ボランティア団体によって、登
山道周辺の植樹や木の伐採を行っ
ている。

　半国山をはじめ明智越えなどの７つのハイキングコースの中には、昨年の７月豪雨
等で大きな被害を受けている箇所もありますので、優先順位を定め、予算の範囲内で
修復を進めています。ただ行政として出来る範囲も限られていますので、地域の皆様
と行政が一体となって保全活動ができ、復旧できればと考えています。
その他の制度としましては、地域団体等の森林ボランティア活動に対する市の補助金
でありますとか、京都モデルフォレスト協会が展開する、府民参加型里山ふれあい事
業も活用できる可能性がありますので、事前に相談いただければと思います。

産業観光部長 ⑥その他 　こん談会での回答のとおりです。

3 東本梅町

１．活気ある地域づくりについて
②旧赤熊ロードパーク花壇の整備
地域ボランティア団体によって花壇
を整備して花を植えたりしている。

　旧赤熊ロードパーク花壇の整備については、京都府の「さわやかボランティア・ロー
ド制度」の里親認定の申出が行われ、審査中であると聞いています。本制度の認定に
つきましては、本市への意見照会があることから、市としても認定されるよう協力してま
いりたいと考えています。認定されるとボランティア保険への加入であったり、必要な
花の苗や清掃具等の貸与等がありますので有効に活用いただけたらと思います。

まちづくり推進部長 ①実施
　本制度の認定に係る本市への意見照会については、当事業
の参加団体の申出について、市として異存なしと回答いたしま
した。

4 東本梅町
１．活気ある地域づくりについて
③森の自然ほいくえん東本梅（東本
梅保育所）への支援

　今年度より東本梅保育所では、森の自然ほいくえん東本梅として自然体験活動を
取り入れた自然保育を実施しています。
　現在、自然体験活動アドバイザーの配置や、自然を身近に体験できる遊び場を通
して自然保育プログラムの円滑な実施を図っています。また自然保育のＰＲについて
は、ＳＮＳを通じての発信や、ふるさと創生課と連携し、移住セミナーでのチラシの配
布などを行っております。

こども未来部長 ①実施 　こん談会での回答のとおりです。

5 東本梅町
１．活気ある地域づくりについて
③森の自然ほいくえん東本梅（東本
梅保育所）への支援

　東本梅保育所については、地域の教育ニーズに応えられるよう、保育要件がなくて
も入園できる認定こども園への移行も検討しています。

市長
（こども未来部）

②実施予定
　来年度からの認定こども園への移行に向けて準備を進めて
います。
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6 東本梅町

２．安全・安心の町づくりについて
①通学路の安全整備
ア．青野小裏門側の市道の周辺の
整備（松熊区、子供育成会）
　　カーブミラーは設置されたが、視
界はよくない。児童の安全確保のた
めに、学校用地内の草刈や市道の
拡幅など、整備願いたい。

　過去に路面標示や警戒看板、昨年度についてはカーブミラーによる安全対策を実
施してきましたが、抜本的な対策ではないので、抜本的対策である視認性の向上に
ついて教育員会と協議・検討して参ります。

まちづくり推進部
事業担当部長

③検討
　市道については、学校敷地内の樹木の伐採等により明るくな
りましたが、視認性は向上していないため、道路拡幅等の対策
について教育委員会と協議・検討して、参ります。

7 東本梅町

２．安全・安心の町づくりについて
①通学路の安全整備
ア．青野小裏門側の市道の周辺の
整備（松熊区、子供育成会）
　　カーブミラーは設置されたが、視
界はよくない。児童の安全確保のた
めに、学校用地内の草刈や市道の
拡幅など、整備願いたい。

　学校敷地内の除草については、基本的に学校の管理でおこなっており、ＰＴＡや地
域の方にもご協力いただいているところです。また、敷地内に何本か高い木が生えて
いますが、枝払い、さらには伐採も視野に入れ、学校と対応策を考えていきます。

教育部長 ①実施
　学校敷地内の除草はＰＴＡ等の協力により、夏休みに除草し
ていただきました。また、敷地内の高木は８月中に伐採を行
い、見通しが良くなるように対応しました。

8 東本梅町

２．安全・安心の町づくりについて
①通学路の安全整備
イ．グリーンベルトの延伸（大内区、
あせび区、赤熊区、子ども育成会）
　 グリーンベルトを他の区内の通学
路にも延伸してほしい。

　松熊区から赤熊区を結ぶ市道赤熊青野線について、現状の道路幅員が一定でな
く、一部狭隘であることにより、カラー化を行う路肩の確保が困難でありますが、路面
標示など対応が可能な通学路の安全対検討したいと考えています。計画が固まり次
第説明に参ります。

まちづくり推進部
事業担当部長

③検討 　こん談会での回答のとおりです。

9 東本梅町

２．安全・安心の町づくりについて
①通学路の安全整備
ウ．赤熊区から大内区へ向かう市道
の大曲付近の安全確保（大内区、あ
せび区）
　　路面標示、ガードレール等の設
置など、安全のための整備対策を願
いたい。

　市道大内線につきましては、道路幅員の確保を行ってまいりましたが、さらなる安全
対策として、路面標示や警戒看板等の対応可能な対策を検討してまいりたいと考えて
います。また、カーブミラーの増設といったご意見もいただきましたので、その事も踏ま
え計画を作成し説明に参ります。

まちづくり推進部
事業担当部長

③検討 　こん談会での回答のとおりです。
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10 東本梅町
２．安全・安心の町づくりについて
②消防分署（西部出張所）の設置に
ついて

京都中部広域消防組合管内の人口は約１３万人であり、消防力の整備指針による、
「市街地の人口１１万人から１４万人に対して４署所」の配置基準については、管内に
７署所あるため充たしています。しかし、広域な面積を管轄しているため、人口の基準
のみで考えるのではなく、緊急車両の到着時間も考慮することが重要であると考えて
います。昨年には西部四町の自治会長連名で消防署所の設置について要望いただ
いており、市としても設置が必要ということは認識しています。現在、京都中部広域消
防組合全体の消防力強化についての協議を進めており、市長から他市町村へ西部
地域への消防拠点施設設置への協力をお願いしていただいています。消防拠点施
設（出張所）の設置までには時間がかかるので、市で開催する訓練に参加していただ
くなど、災害時における被害の軽減や救命率の向上に努めていただきますようお願い
します。

総務部長 ⑥その他 　こん談会での回答のとおりです。

11 東本梅町

２．安全・安心の町づくりについて
②消防分署（西部出張所）の設置に
ついて
　西部地域に設置されると聞いたが
どうか

京都中部広域消防組合で、西部地域への消防拠点施設（出張所）設置の提案をし
ているところです。範囲は西部四町、西本梅、埴生さらには観光客の多いるり渓を含
めることで提案しています。設置する場所によって市町村が用地と建物費用を出すと
いうことになっており、運営費については、２市１町で分担することになっています。現
時点では、財政面での協議までいっていますが、南丹市も京丹波町も合併特例債が
減っていく中で財政状況が厳しいということもあり、まだ最終合意には至っていないと
ころです。

市長
(総務部)

⑥その他 　こん談会での回答のとおりです。

12 東本梅町
２．安全・安心の町づくりについて
③土砂崩れ箇所の状況視察と住民
への説明

　京都府が実施する山腹工等の治山事業につきましては、昨年多くの災害が発生し
たことから、市内で計62か所の要望をいただいています。この間、要望いただきました
箇所の事業実施に向け、京都府に対し強く要望を行ってきているところです。要望箇
所につきましては、京都府において現地確認などが迅速に行われ、生命や財産への
影響等を考慮し、緊急性が高いと判断された箇所から順次対応していただいていま
す。東本梅町では治山事業として22か所の要望をお伺いしており、京都府にお繋ぎ
させていただいたところ、現時点で、大内・大谷の2か所で治山ダム、山腹工の工事実
施に向け進めていただいています。その他未着手の箇所の箇所については、比較的
人家や農地への被害の心配が少ないと判断されたものと思われますが、再度要望い
ただければ府にお繋ぎしていきたいと考えています。

産業観光部長 ④要望 　こん談会での回答のとおりです。

13 東本梅町

３．道路等の整備について
①赤熊東垣内及び北垣内地内の、
府道４７７号線から国道３７２号線ま
での間の市道の路面改修（赤熊区）

　市道の舗装破損個所については応急的には補修材で対応しております。補修材で
の対応が難しい広範囲な箇所については修繕箇所を定め舗装工事にて対応してい
るところです。当該箇所について、傷みが激しい箇所や路肩の剥離が見受けられる箇
所全ては厳しいかと考えていますが、順次舗装対応していきたいと考えています。

まちづくり推進部
事業担当部長

①実施
　一部損傷の激しい個所について、舗装修繕を実施しました。
今後につきましても、年次的に舗装修繕を実施して参りたいと
考えています。

14 東本梅町
３．道路等の整備について
②半国山登山道の整備

　市としても魅力ある観光コンテンツのブラッシュアップに向け、半国山をはじめ明智
越え、丹波七福神めぐりなど７つのコースを中心に、亀岡市観光協会と連携し定期的
に巡回を行いながら倒木の処理や道づくりを行っています。昨年度の７月豪雨で市内
の各所で被害が多く出ております。今年度内に全線復旧は難しと考えておりますが、
山岳団体や地域の皆様などの協力が得られる個所から順次復旧していきたいと考え
ています。

産業観光部長 ⑥その他 　こん談会での回答のとおりです。
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15 東本梅町
４．河川・水路の改修について
①谷川の改修（中野区）

　水路等の改修要望については市内各所より数多く要望いただいておりますことか
ら、現地確認を行い、緊急度の高いものから順次対応しているところです。水路の流
れを改善するには市道の横断部の断面を大きくすることも一つと考えますが、当該道
路には数多くの占用物件が存在していることから大変厳しいかと考えます。浸水被害
を極力低減させる方法について、例えば横断箇所の上流部での水路構造の工夫な
ど地元の方とも相談したいと考えています。

まちづくり推進部
事業担当部長

②実施予定
　市道の横断箇所について占用物件調査を行い、実施に向け
水路構造やバイパスルートについて地元役員と協議していきた
いと考えています。

16 東本梅町
４．河川・水路の改修について
②音羽川（赤熊東山口地内）の改修
（赤熊区）

　当該河川については、過去に護岸整備工事、災害復旧工事を行ってきました。昨
年度発声の災害により被災した箇所については、令和元年6月に復旧工事が完了し
ています。したがいまして、危険個所については対応は概ね完了していると考えます
が、護岸浸食の危険となる個所について確認しておりますので引き続きパトロールを
実施し経過観察を行っていきたいと考えています。

まちづくり推進部
事業担当部長

②実施予定
　護岸浸食の危険となる個所について、ブロック積護岸等を計
画、実施に向け地元役員と協議していきたいと考えています。

17 東本梅町
４．河川・水路の改修について
③マタニ川の改修及び支援（東大谷
区）

　平成27年度のこん談事項を受け、農業用水路としての機能が確認できたところにつ
いては、亀岡市小規模土地改良補助金並びに農地等災害復旧事業を活用し対応さ
せていただいてきたところです。しかし、現在は隣接農地の荒廃化も進み、農地等災
害復旧事業の再活用によって復旧・改修することについては難しいと考えています。
部分的には土地改良事業補助金をはじめ、多面的機能支払活動制度や治山事業な
どを活用できる可能性もあるので、改修に向けて相談いただければと考えています。

産業観光部長 ⑥その他 　地元からの連絡（相談）はありません。

18 東本梅町
４．河川・水路の改修について
④青谷川の改修（大内区）

　当該河川については、平成25年度に護岸工事、昨年度には台風21号により護岸が
被災したことを受けまして修繕工事を実施したところです。現時点においては緊急的
に工事を実施しなければならない箇所は見受けられませんが、今後におきましても引
き続き経過観察させていただきたいと考えています。

まちづくり推進部
事業担当部長

②実施予定

　青谷川の土砂浚渫については、本年1月に区長立会頂き、河
積を著しく阻害している個所について現地再確認しました。当
該個所について撤去の実施に向け取り組んでいきたいと考え
ています。

19 東本梅町

【質問事項等】
本梅川について右岸側（松熊側）が
２箇所えぐれており、豪雨の際に堤
防が切れる可能性がある。大型土嚢
を置くなど何か対応できないか、京
都府へはたらきかけていただきた
い。

　再度場所を確認し京都府へ伝えたいと思います。その他、河川増水時に水橋から
大内区に向かう箇所が冠水し、ふるさとバスが通れない、大内区・あせび区・松熊区
が避難所に来れないといったことについては、道路を嵩上げすることによって軽減で
きる部分もあるかと思うので、現地調査を行い検討していきたいと考えます。

まちづくり推進部長
③検討

⑥その他
　本梅川右岸側の崩落箇所につきましては、京都府に伝え、既
に地元役員様の現場立会いも実施したと伺っております。
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